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最近、「インターネットも、いつの間にやら当たり前になっちゃったな～」という声を聞くことが多い。

そう言われてみると（回線スピードのことはさておいての話ではあるが）なんとなく感じがつかめちゃったし

ウェブはどれも似たりよったり。「なんだかねぇ～」的な行き詰まり感があることは分からなくもない。

そう、確かにインターネットの話を初めて聞いた時に感じた
「何だか分からないけど、これからは何かがまったく変わってしまうんじゃないか」という興奮に似た感覚が薄れてきているのも事実。

やっぱりモノゴトってこんな具合に、熱して冷ましての繰り返しで進んでいくのかもしれない。

しかし、ホンの思い付きでボタンをクリックするだけで、地球上の非常に離れた場所から、国という制度の壁を簡単に跳び超え

瞬時に情報がもたらされる……この事態が“当たり前のこととして受け止められ始めている”ということの凄さには目を配っておくべきだろう。

不況と不信のダブルパンチに見舞われている日本社会、はたまたウェブデザインの世界でも

巻き込まれればモヤモヤにまとわりつかれるばかりの昨今、少しばかり視点を変えてモノゴトを大きく見てみると

意外に確固とした変化のさまが明らかになってこないだろうか。
「メタ（＝meta）」という言葉がある。これまで慣れ親しんでいる世界とは別のもう1つ上の階層、上位の概念を表すときに使われる接頭辞

だ。今回はそんなメタな視点で現在どのような変化が起こっているのかを考えてみようと思う。

メディアプランナーのための
クリエイティブデザイン批評

今　泉　 洋 の
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ービジ
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ほぼリアルタイムで描く

ウェブ世界の鳥瞰図

ウェブ最大の特徴の1つであるハイ

パーリンク。ユーザーは次から次へボ

タンをクリックし、手当たりしだい関

連情報のドアを開けながらワープして

いく。

初めてウェブが出現したころ、ほと

んどすべての注目が前代未聞のこの機

能に集まった。またその行為自体が新

たな快感でもあったため「ネットサー

フィン」なる言葉まで生まれた……の

だが、このサーフィン、いつまでたっ

ても終わらないのがモンダイ。

確かに興味・関心を広げたり突き

詰めたりしていくには非常に有用な仕

組みではあるが、全体を眺め渡すとい

う感覚には乏しい。気がついたら、ま

た前の場所にいた、なんてこともある。

この感じ、何かに例えると無限軌道

に陥ったアリの動きに似ていなくもな

い。

ネットサーフィンしているユーザー

の動きをアリの行動と同じに考えてい

いかどうかはともかく、アリの立場と

は対照的に、多くのアリがうごめいて

いる様子を俯瞰するという意味で使わ

れるのが「鳥瞰」、つまり事態を鳥の

目ではるか上空から眺めるという言葉

である。

アリさんたちは全体としてどのよう

な興味を示し、行動しているのか、ワ

ールドワイドなウェブの世界のどのあ

たりに群れているのか……ウェブ世界

の集合的無意識が向かっている興

味・関心の領域が一目で分かる、こ

れがウェブの鳥瞰図である。

もっとも、これだけだとインターネ

ット界のビデオリサーチかニールセン

の視聴率調査と言えなくもない。

だが考えてみると、TVの視聴率調

査はここまで大規模ではない。個々の

ウェブページアクセスに代表されるユ

ーザーの細分化された意識をトレー

ス・計測しようというものでもない。

また、調査結果をユーザー自身にフィ

ードバックすることで新しいアプリケ

ーションを展開するようなメディア環

境はこれまでなかった。ほぼリアルタ

イムで提供されるウェブの意識鳥瞰図

は単なる従来のメディア視聴率調査に

とどまらない展開を見せるのではない

か。今回取り上げたウェブ「100hot.

com（http://www. 100hot.com/）」

からはそんな可能性が感じられる。

技術的整合性に疑問は残るが

アウトプットは魅力的

「100hot.com」は、ワークステー

ションで有名なSGI（シリコングラフ

ィックス）の役員が中心となって

1995年5月に設立された企業Web21

社が運営するサイトだ。

Web21社は、ヒットやリンクの数

からアクセスの多いウェブトップ100

をリストアップする世界初の企業で、

「100hot.com」で提供しているサー

ビスのほか、ウェブのトラフィックを

分析してまとめるなどのカスタム調査

ビジネスを行っているという。

さて問題のウェブ上のアクセスデー

タだが、主にネットワーク上（のどこ

か）にあるプロキシーサーバーに溜ま

ったログを毎日転送・収集し、これ

をベースにトラフィックの分析を行う

という手法で得ているという（ただし、

彼らが扱っているのは「ページビュー」

のみ）。

Web21社によれば……

・競合他社との関係、あるいは特定

のウェブマスターからのサイトラン

キングへの影響を阻止するため、デ

ータソースやサンプリング手法につ

いては公開しない

・調査対象となっているのは大学や企

業内、一般家庭などからのダイア

ルアップユーザーで、AOLなどのオ

ンラインサービスのユーザーは含ま

れていない

・データの対象とされるのはページビ

ューだけで、GIFやJPEG、フレー

ムなどは計測されない

・ウェブランキングは企業別にグルー

ピングされる（例：Yahoo !は

Yahooligans、 Yahoo! Sports、

My Yahoo!、Four11とまとめられ

ている）

……など、多くのエクスキューズが

付くものの、この方法により毎日世界

で10万人ものユーザー（利用者の

60％が北米ユーザー、残り40％がそ

れ以外）のウェブ利用が計測できてい

るそうだ。

よく知られているように、複数のウ

ェブのアクセスを厳密に計り、ランク

付けするのは、実際のところかなり無

理がある。

現実に行われている最も正確なウェ

ブアクセスの計測は、調査対象となる

ウェブの管理者自身がサーバーに記録

されたアクセスログを提出するという

方法で、これには監査法人などの中

立な第三者機関の信頼性チェックと

いうものものしいオマケがつく（主に

アクセス数に比例した広告料支払い

の根拠として採用されている）。が、

これとてカバーできるウェブページ数、

いわんやサイト数には限りがあるだろ

う。

そういうわけだからネットワークの

どこかにプロキシーを置き、ここから

データを持ってくるというほうが現実

的だということは、ある程度、理解で

きる。だが、複数のバックボーンを持

つネットワーク上ではどこに、どれだ

け、誰の権限で置くのか、またそのデ

ータ利用についての問題はないのかな

ど、気になる点も少なくない。

しかし、このコラムはこの方法論の

正当性を検討することが主題でもない

し、またこうした作業は筆者の能力を

はるかに超える。そこでここではログデ

ータを加工することで生み出される情

報とサービスについて考えてみたい。

オーソドックスなジャンル別

人気サイトランキング

「100hot.com」は主に3つのサー

ビスを提供している。

まずは文字どおりアクセスの多いウ

ェブ100位までをランキングした

「100hot Sites」。次に、このリスト

に入っているトップ100のウェブサイ

トの持つ50万ページだけを対象にし

てキーワードサーチを行う検索サービ

ス「100hot Search」。そして最後に、

ウェブのトラフィックの増減をグラフ

ィカルに表示してみせる「100hot

InSite」だ。

もちろん中心になるのは「100hot

Sites」だが、このリストは大きく分け

て3つの方式でカバーされている。

最初のグループはウェブアクセスの

データを基準にして作成されたリスト

である。「テクノロジー」や「ショッ

ピング」「ゲーム」「ビジネス」などの

カテゴリーに分類されており、各サブ

カテゴリー別の“最もポピュラーな

（＝アクセスの多い）ウェブサイト”

100位までがまとめられている（表1）。

日本では主要プロバイダー相互の接

続ポイントがつい最近まで数か所しか

なかったのにもかかわらず「どのウェ

ブが一番アクセスが多いかなんて、ど

うやっても分かりませんよ」と言うし

かなかった。それがバックボーンの複

雑な米国で、こんなにあっさりと、し

かも一企業の調査で発表されてしまう

というのは、爽快な思いだ。

世界最大のリサーチマシン＝ウェブが作る集合無意識のトレンドインデックス
100hot.com s http://www.100hot.com/

100hot.com
jhttp://www.100hot.com/
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ウェブの世界で最も

ホットなワードは？

次の「Buzz」というコーナーにま

とめられているリストは、このサイト

ならではのものである。

これは100hotがカバーするアクセ

スの多いウェブページに出てくるワー

ドのうち、頻出度の高いもの、つまり

"ウェブ上でもっとも話題になってい

るもの"リストで、現在のところ区分

としては表2のようなサブカテゴリー

が準備されている。

ウェブ利用者の集合的な興味の焦

点に何があるか、そしてその関心の深

さをリアルタイムに近い状態で見るこ

とができるというわけだ。

こうしたデータ応用の可能性につい

ては、もっと慎重に考えることが必要

だろうが、特に企業名のウェブ出現頻

度がNASDAQやNYSEなどの株式市

場へ与える影響などは格好の研究テ

ーマになりそうだ。

最後は別のソースからトップ100を

持ってきてリンクを付けたという形の

もので、表3のようなものがある。

これらに加えて、あって当然とも思

う一方で、逆になぜこんなことが可能

なんだろうという思いもするのが米国

以外の世界のウェブ……日本、英国、

オーストラリア、スウェーデン、ドイ

ツ、ノルウェイ、オランダのアクセス

ランキング。ただし残念なことに、日

本のウェブランキングについては昨年

の9月末時点で更新が止まっている。

このようなリストから、自分の知っ

ているサイトがいったいどの程度人気

があるのかなどを確かめてみることが

できれば、これは新しいウェブの楽し

みとなるに違いない。

リアルタイムな

ウェブ心電図

さて「100hot Site」と並んでもう1

つ注目したいのがトップ画面の「100-

hot InSite Web Traffic Exposed!」

というリンクで見ることのできる

「100hot InSite」である。

これはウェブのトラフィックのうち、

特定のサーバーへのアクセスが時間的

にどう変化しているのか、つまりどの

ように回線を占有しているかをグラフ

で見ることができる、非常に興味深い

アプリケーションだ。

実はこの原稿の執筆時に突然サー

ビスが中止されてしまったので確認を

とることができなかったが、以前にチ

ェックしたところ、最もウェブのトラ

フィックを使っているのは、なんと広

告バナーを提携したウェブページに提

供している某企業のものが群を抜いて

いた。なんのことはない、せっかく快

適なネット利用を実現しようと回線容

量をアップしても、多くの人が見たく

もないバナーのプッシュに使われてし

まうだけか、とため息をついた覚えが

ある（という斬り方をすると広告ベー

スのウェブビジネス展開そのものが成

り立たなくなってしまうので、あまり

大声では言えないが……）。

俯瞰するところから始まる

新しいウェブガイド

ウェブランキングのベースとなって

いるアクセスデータの収集・分析から

はさまざまなアプリケーションが考え

られるに違いない。だが個人的には、

「Yahoo!」が行っているようなインデ

ックス式のウェブガイドに対抗する形

で、いわばマーケティングデータが主

導するウェブガイドが出現し、それが

新たなビジネスを作り出していく方向

に注目してみたいと思う。

インデックス（索引）を利用して

自分の気になるものを探り、そこから

さらにハイパーリンクをたどってウェ

ブの世界全体にわたって興味を追求し

ていくという方法は初心者にとっても

なじみやすく、ウェブ利用の定番的行

動となっている。そこでYahoo!では、

こうした典型的な利用方法の広がり

をベースに、さらにハイパーリンク性

の強みを活かした戦略……というより

タコ足的にさまざまな関連企業と提携

関係を結び、より広範なウェブ界のワ

ンストップ拠点（ということは、より

多くの人がYahoo!のページを通過し、

バナーなどを見たり、買い物サイトへ

とワープしたりしていく）を目指そう

としているかに見える。

確かにこの方法はオーソドックスな

展開だ。しかし100hot.comを見て

いると、こうしたモデル以外にウェブを

概観したガイドが、そしてその先に何

らかの新しいビジネスのアライアンス

が作れるのではないか、と思えてくる。

100hot.comである程度実現され

ているように、鳥瞰的な立場というよ

りマーケティング的な立場からビジネ

スのコネクションを広げ、ウェブの世

界をユーザー共通の嗜好確認の場と

して育てていく……というと堅いが、

要はユーザー全員が自分たちの動きを

マーケティングデータとして楽しみな

がらウェブをガイドとして機能させる

という試みができるなら、世の中もっ

と面白くなるのではないだろうか。

……てなことを考えていたのだが、

ふと肝心なことに思い当たった。日本

ではそんな大それた夢よりも、まずは

インターネットをメディアとして認知

してもらうことが大前提なのだ。その

ためには、100hot.comで公開されて

いるようなデータ収集をしっかり行え

る環境作りから始めなければならない

というわけだ。
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表1：
100hot Website もっともポピュラーなサイト

100hot Tech もっともポピュラーなテクノロジーサイト

100hot Servers もっともポピュラーなサーバー

100hot Higher Ed もっともポピュラーな高等教育機関のサイト

100hot Web Software もっともポピュラーなウェブソフト

100hot Search Site もっともポピュラーな検索サイト

100hot Auto ウェブ上でもっともポピュラーな自動車関係のサイト

100hot Online Auctions ウェブ上でもっともポピュラーなオークションサイト

100hot Travel Sites ウェブ上でもっともポピュラーな旅行サイト

100hot Game Sites もっともポピュラーなゲームサイト

100hot Gambling 実在するカジノのサイトのうちもっともポピュラーなもの100

100hot Book Sites もっともポピュラーなオンライン書店のサイト

100hot Live Audio もっともポピュラーなライブオーディオサイト

100hot Music もっともポピュラーな音楽サイト

100hot Jobs and Careers もっともポピュラーな仕事サイト

100hot Business もっともポピュラーなフォーチュン500のビジネスサイト
（ここでは同一企業が抱えているサーバー別のアクセスグラフ
を見ることもできる）

100hot Finance もっともポピュラーな金融関係サイト

100hot TV Shows もっともポピュラーなテレビ番組サイト

100hot Sports もっともポピュラーなスポーツ関係サイト

100hot Newspapers もっともポピュラーな新聞サイト

100hot Magazines もっともポピュラーな雑誌サイト

100hot Travel Sites もっともポピュラーな旅行サイト

100hot Adult Sites もっともポピュラーなアダルトサイト

100hot Beer, Wine, ポピュラーなビール、ワインなど酒類のサイト
Liquor Websites

100hot Kids もっともポピュラーな子ども向けサイト

100hot Health and 健康とダイエット関係のサイト
Fitness Websites

100hot Chat Sites ポピュラーなチャットサイト（リストのみでランクされてない）

表2：
100hot Gifts ウェブ上でもっとも話題になっている贈り物

100hot Shopping ウェブ上でもっとも話題になっているショッピングサイト

100hot Stars もっともウェブ上で話題になっている有名人

100hot Games ウェブでもっとも話題になっているゲーム

100hot Athletes もっとも話題になっている運動選手

100hot ウェブ上でもっとも話題になっているNASDAQ上場企業
NASDAQ Companies

100hot NYSE Companies ウェブ上でもっとも話題になっているニューヨーク株式市場上場株

表3：
100hot CDs CD Universeでもっとも売れているCDなど

100hot Jokes ジョークのベスト100とアーカイブ

100hot Movies 映画の興行収入ランキング
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「com」ドメインと

「co.jp」ドメイン

少々古い話になって恐縮だが、米

国のウェブジン「NetSurfer Digest」

41号（97年12月23日発行、http://

www.netsurf.com/nsd/v03/nsd.

03.41.htmlに収録）の「Online Cul-

ture」欄に「Domain Name Game,

Japanese Style」と題した短文記事

が載った。内容はだいたい次のような

ものである。

日本在住のビジネスマンBradley

Bartz氏はJPNIC（社団法人日本ネ

ットワークインフォーメーションセン

ター）を典型的な独占組織だとして

苦情を申し立てている。

氏によれば、複数の「co.jp」のド

メインネームを登録申請しようと悪戦

苦闘したところ、これを管理している

JPNICは「ドメインネームを登録でき

るのは企業のみで、一企業一ドメイン

に限る」というふうにルールを変えて

しまった。

「それでは、会社を設立して……」

とデラウェア州【注1】に複数の会社

を設立し、ドメインの登録を試みたと

ころ、JPNICは再度ルールを変更。

今度は「ドメインを取得できるのは日

本で設立された企業のみ」ということ

にされてしまった……云々。

これ以外にも、「日本ではドメイン

ネームは売買できない」とか「JPNIC

はBartz氏の企業をブラックリストに

載せ、他の企業が取引しないよう圧

力をかけている」などというJPNICと

のエピソード（というよりトラブル

話？）が書いてあり、「これだからド

メインネーム・ビジネスでも競争が行

なわれるようになるべきなんだよね」

的な結びになっている。

この件について関心のある人は、

Bartz氏がJPNIC経由で登録に成功

したウェブで披露している文章（なん

とそのドメインは「jpnic.co.jp」で、

日本語版ウェブページは「http://

www.jpnic.co.jp/jftc/index.html」）

とJPNICのウェブ（http://www.

nic.ad.jp/index-j.html）にあるガイ

ドドキュメントを読み比べてみていた

だきたいが、「NetSurfer Digest」の

記事を読んだ人のほとんどは、Bartz

氏の生々しいドキュメントを読んで、

なんらかの共感を感じるだろうと思う。

中にはかなりみっともない話も出て

くるが、コトの真偽はともかく、

JPNICとの不幸な関係は実に見事な

“文明の衝突”（というほどのことでも

ないが）。特にドメイン登録申請とそ

のたびに繰り返されるルール後追い変

更のエピソードを読んだら「牛肉自由

化にからんで胃腸の長さまで持ち出す

日本人のやりそうな報復措置」とガ

テンする外国人も多いかも（こんな具

合に従来では考えられなかった形で話

が世界中に広がってしまうのがインタ

ーネット、なんですネ）。

第三者としては「まったくしようが

ないな～。もう少しまともなやり取り

はできないもんか」と思いつつ、せっ

かくだからこの際、Bartz氏の言うと

おり公正取引委員会でもどこでも出か

けていって、明らかにするところは明

らかにしてもらいたいものだと考えて

しまう。が、それにしても腑に落ちな

いのは、なんでまたそんなに「co.jp」

ドメインを取りたがるか、という点で

ある。

そこで氏のウェブに掲載されている

ドキュメントをよくよく読んでみると、

彼が、米国では有りがちな企業名と

は無関係な商品ジャンルやカテゴリー

名を（例えば「ocha.co.jp」のよう

な形で）「co.jp」に登録しようとした

様子が書いてある。

まぁ、「アメリカ（comドメイン）

で『tea.com』を他人に取られてい

るから、今のうちに登録数の少ない日

本（co.jpドメイン）で『ocha.co.jp』

を登録してしまえ」なんていうミエミ

エの動機でこんなに騒いでいるわけで

もなさそうだが、どうやら「米国に次

ぐ第二のインターネット大国日本での

『co.jp』は米国の『com』と同じよ

うであるべし」と氏が考えたところか

ら擦れ違いが始まっているようにも思

える。

micrositeでマーケティング

できない日本

素人が考えても（というより素人だ

からこそか？）歴史的背景の異なる

「com」と「co.jp」を同様に扱えと

要求するのは、かなり乱暴な態度のよ

うな気がする。しかしそれにしても、

「co.jp」ドメインでの「一企業一ドメ

イン」という制約……確かに“いかに

ももっともらしい理由”がありそうな

ところが不幸というかイヤらしいとい

うか……こんなルールが課されていて

は、せっかくの新世界＝ウェブ上で硬

直したビジネスしかできない。商品や

サービスをドメイン名とリンクさせ、

インターネットならではの機能を活か

して素早くインパクトのあるマーケティ

ング展開を行おう、などと考える若き

起業家の目論見は見果てぬ夢になっ

てしまう……というのはよく分かる。

実はこういう形でドメイン名を利用

しようという手法は「microsite」と

呼ばれ、米国の「com」ドメインで

は盛んに用いられているものなのだ。

米国のウェブジンを見ていると、毎

週のように映画の題名を冠したドメイ

ン名が登場する。さほど「com」ド

メインでは簡単にドメインネームの割

サイバースペース上のアイデンティティー
ドメインネームもデザインの1つだ

gTLDに関する情報がまとめられたgTLD-MoUのページ
jhttp://www.gtld-mou.org/
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り当てが行われており、その結果、

「com」ドメインの登録数は百数十万

のレベル。対して「co.jp」は数万程度。

これをインターネット文化の成熟度と

見るか、あるいはNICの体力差と見る

か、運用上の方針の違いと見るかで

話はずいぶん違ってくるのだが……。

それはともかく、マーケティングを

行う際、とにかく商品だけを強くアピ

ールし、記号として人々の記憶の中

に位置づけたいという場合がある。企

業名などはかえってノイズになってし

まう。そんなときには商品名そのもの、

あるいはそれをもじったシンプルでイ

ンパクトのあるドメインネームを選び、

サイトを立てる。これが「microsite」

である。

従来の企業ウェブなら当然備えて

いる企業そのものに絡む情報は省か

れ、もっぱら商品の説明やイメージ作

りのためのコンテンツが集中的に収め

られる。と同時にあらゆるメディアで

このサイトのURL が告知される

（URLは商品名とほぼ同じであること

から相乗的に機能する）。そして、あ

る程度の期間内だけ利用されてオシマ

イということになるのである。

「co.jp」で「一企業一ドメイン」の

ルールが適用される日本の場合、こう

いうことをやろううとすると「www.

映画会社名.co.jp/映画名」というよ

うな形で実現できなくはない。が、い

つまでたっても会社の冠が付いて回

る。逆に言えば、会社の冠がなければ

ウェブ上には商品やサービスが存在で

きないということになる。

「いつまでも会社が付いて回る」と

いうのは、なんとなく「就職」よりも

「就社」する人たち、自社あるいはそ

のブランドが最高だと思っている「会

社人間」（いまやほぼ死語）には都合

が良いかもしれない。

しかし、新しい時代の個人と組織

のあり方をマトモにとらえていたら、

こんな考え方がいつまでも続くわけが

ない。しかも当のインターネットをき

っかけに、ネットワークを介した新し

いワークスタイルとしてバーチャルカ

ンパニー、あるいは従来の社内縦割り

組織では不可能な情報・知識を生み

出すネットワーク型プロジェクトの有

用性といった新しい組織論が注目さ

れている時代である。こういう時代と

「一企業一ドメイン」のような硬直的

な考え方との間はどんどん開いていく

んじゃないだろうか、と思う。

「gTLD」は国境を越える

新しいビジネスの場？

かつて日本でも、ドメイン名が取得

しやすいという理由から「com」ドメ

インの取得代行が盛んに宣伝された

が、その際、いろんな理由を付けて

「co.jp」にこだわった人たちがいた。

たとえば「日本の上場企業のほとんど

が『co.jp』。だから『co.jp』には一

流感がある」だとか「やっぱり名前と

格式を重んじるなら『com』より日

本のドメイン」といった具合だ。しか

し、昨今のニュースなどを見ていると、

日本の一流上場企業に信頼性も何も

あったもんじゃない。海外から見ると、

「いったいどうなってるんだあの国

は？」と言われるほど日本のイメージ、

というより日本の企業イメージは低下

している。「こんな状態では『co.jp』

なんていうドメイン名をありがたがっ

ちゃうとか、日本の会社であるという

イメージを引きずるのもいかがなもの

か」と考える人が出てこないほうが不

思議である。

いや、こういうネガティブな考え方

からではなく、もっと積極的な理由か

ら「co.jp」ドメインを外れることを

考えても良いのではないだろうか。

例えばインターネットそのものが持

っている本質的な可能性……地理的

な条件など、実際の物理的制約にわ

ずらわされず、純粋なサイバースペー

ス上の存在としてバーチャルな表現活

動、経済活動を行うことができるとい

う点だ。

そう考えると、最近一部で話題に

なっている「gTLD」【注2】の割り当

て開始は、こうしたコンセプトに真正

面から取り組む千載一遇のチャンスか

もしれない。

この考え方を推し進めると、さらに

話は面白くなる。例えば、これまでの

実績（例えば歴史を誇る企業という

存在そのもの）の上に何か新しいも

の、サービス、事業を積み上げること

を考えるのではなく、まず新しい情報

環境をベースに理想や“べき論”から

まったく新しいウェブ的な存在として

活動する組織みたいなものを考えてい

くのである。おそらく、それは地球上

のどこにあろうと関係ない、サイバー

スペースというまったく別の次元に存

在することがかえって強みになるかも

しれない。

問題は、日本の企業……というよ

り、日本をベースに育ってきた組織や

人材が世界を相手に、日本という国

あるいは日本語から解き放たれた形で

活動できるかどうかだろう。

まぁ、そんなに大きく振りかぶって

四の五の言うより、「東京に会社があ

るって言うより南の島あたりに会社が

あるのを装うほうがよっぽどカッコい

いよね」と言える人間が増えてくるほ

うが先かもしれない。個人的には日本

でもない、米国でもない、トンガ王国

（http://www.tonic.jp.to/）あたりに

本拠地を置くのがオシャレという事態

になれば、世の中楽しくなるかもしれ

ないと思ったりするのである。

micrositeの例（トゥモロー・ネバー・ダイ）
jhttp://www.tomorrowneverdies.com/

トンガ王国のドメインサービス
jhttp://www.tonic.jp.to/

【注1】デラウェア州：企業関係の判例が一番
揃っていることから、米国の企業はこ
の州で設立されることが多く、日本に
比べれば安価に会社を設立できる

【注2】gTLD：generic Top Level Domain
【注2】国際臨時特別委員会（IAHC）が97年

2月に提唱した新しいトップレベルド
メインのルールで、今春から稼働する
ことになると言われている。新しく割
り当てられるドメイン名と対象は表4
のとおりだが、日本国内では株式会社
国際調達情報（PSI-Japan）や東京イ
ンターネットがレジストラ（登録機関）
となっている。

表4
.firm 企業、ビジネス団体関連

.store 商品販売企業

.web WWW関連の団体

.arts 文化、エンターテイメント関連

.rec レクリエーション、
エンターテイメント関連

.info 情報提供サービス関連

.nom 個人
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